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ボーリング柱状図
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シートNO.
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調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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BV-2(測点NO.6L0.7) 36° 37’ 43.0000”

140° 10’ 43.0000”

77.36 m
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栃木県烏山土木事務所 2008-09-20 ～ 2008-09-26
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76.36 1.00 1.00

表土
(SF)

70.86 5.50 6.50

砂礫
(GS)

67.86 3.00 9.50

砂岩
(Ss)

暗
褐

褐
灰

灰

含水少ない
有機質シルト主体
植物根を多量混入する

含水少ない
φ5～30mmの角礫が主体
最大礫径はφ80mm程度
マトリックスは細～中砂が主体で
、所々に粘土を混る

4.0m以深は含水多くなる
5.5～6.0mは互層状に粘土を挟む
下部は円礫も混入する

全体に比較的硬質な砂岩であるが
、割れ目が非常に多い
コアは一部短棒状となるが、ほと
んどは岩片状～礫状となる
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